
                               

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

◇５/１９(日）子ども会・いきいき教室開催！ 

 「子ども会・いきいき教室」の 

イベントで接岸港堤防壁画のペン 

キ塗り作業を予定していたのです 

が，生憎の悪天候で中止になりま 

した。その後，１０時半から子ど 

も会として体育館で，レクリエー 

ションを行いました。地域の方々も多数ご参加いただき，皆でバ

スケットボールやドッヂボールなどを楽しみました。 
 

◇５/２４(金)海水浴場清掃・６/１０(月)水泳学習開始！ 

 今年も水泳学習を前に，児童生徒・職員で赤立神海水浴場の清掃

を行いました。事前に地域の方々が，海水浴場入口の階段部分やクラ

ブハウス周辺の除草作業を実施してくださいました。本当にありがとう

ございます。そして迎えた６月１0日(月)に，第一回目の水泳学習を実

施しました。入念に準備運動をした後で，児童生徒は各々の技量に合

わせた３つのコースに分かれ，水練を行いました。一人の児童生徒に 

一人の職員が付く，万全の安全体制で実施しておりますので，ご安心 

ください。保護者・寮監・地域の皆様，ご声援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◇６/６(木) 避難訓練・防災教室を実施！ 

 地震・津波を想定した避難訓練と防災学習を実施しました。当

日は役場総務課から二人の職員の方と Pepper（ペッパーくん）

に来校していただきました。『地震発生後は机の下に身を隠し，

その後，校庭に避難する。津波発生の場合は竹ん山避難所へ避

難』この流れを再確認しました（今回は雨天につき，体育館へ避

難しました）。みんなで防災意識を高める貴重な機会になりまし

た。 

  
 

 

 

 

 
 
◇ ７月行事予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

                                         

令和 6年６月 1７日      十島村立小宝島学園発行 
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１号 
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１日(月)：身体計測，水泳学習 

３日(水)：アダンの里訪問 

８日(月)：着衣水泳，運動会地域との打ち合わせ会 

９日(火)：高校説明会（～１０日） 

１０日(水)：水泳大会 

１２日(金)：授業参観・保護者全体会・ＰＴＡ 

１３日(土)：土曜授業，トカラ集会【宝島】 

１９日(金)：終業式 

２９日(月)：学校閉庁日（～８月２日） 
 

※ 今後の行事の日程変更のお知らせ 

〇 前期課程連合修学旅行 ⇒ 10月に延期 

〇 第 1回文化祭（10/27予定） ⇒ 11月 3日（日）に変更         

◇５/26(日)～６/１(土)後期課程交流学習開催 

 十島村の後期課程の仲間たちが一同に集まり，日置市・鹿児島

市で開催されました。本校からは７年生明日香さんと雅己さん，

８年生志さん，９年生の弘大さんの４人が参加（８年捷人さんは

残念ながら体調不良でお留守番でしたが，その間，学校での学習

を頑張りました）。引率の校長先生，坂元先生，永留先生ととも

に貴重な経験と素敵な思い出をつくることができました。他島や

伊集院・伊集院北中学校の生徒との交流を通じ，新しい仲間や友

人ができたことで大きな学びの機会となったようです。これから

も交流を深めていけるといいですね。帰りのフェリーが欠航して

延泊というハプニングもありましたが，みんな充実した表情で帰

島してくれました。本当にお疲れさまでした。 

「先人からの学びを生かして」 

              校 長 牧野 忠彰 
 

小宝島も梅雨に入り,じめじめしたうっとうしい日々が続い
ています。そのような中，傘をさす季節になったことで，今
年も思い出す言葉があります。 

 

 

 

 
少しだけ傘を自然に傾けるだけで，見知らぬ同士でも，ほ

んの一瞬だけそこに思いやりの空気が生まれる。これは何と
も粋な江戸時代のしぐさです。このことは,子どもたちの様々
な場面や私たちの生活でも大事な考え方かと思います。 
自分の権利や願いを主張することは大事なことです。でも

皆がそうなってしまっては社会は成り立ちません。子どもは
成長の過程で「主張し合っては解決できない，お互いに譲り
合った方がこのままよりはうまくいく」ことを感じ，自分の
主張を一部だけ退けることを覚えます。そして，最初は意見
が平行線でも，お互いの譲り合いの一致点が見つかり，心が
妙にすっきりすることもあります。このようなことから，子
どもは「折り合いをつける」ことを徐々に学んでいきます。 
「折り合いをつける」ということは，自分の要求を７割程

度のところで「よし」とすることでしょう。 

私たちの先人は，このような「人権」に関わることを生活
の中で教え，繋いできました。小宝島にも「みよばあ(ミヨ子
さん)」「あきばあ(昭代さん)」「やぎさん(柳沼さん)」をはじ
め，人生のお手本となる方々がいらっしゃいます。良きもの
を私たちが受け継いでいけたらと思います。 

子どもたちはこれからの学習の中で「人は考え方，感じ方が
それぞれ違い，その中で仲よく生活していくこと」の大切さを学
びます。主張は主張として大事にしながらも，一部自分の意見
を引いたのにも関わらず何となく充実感を味わえるような経験を
繰り返し繰り返しさせていきたいと考えています。  

★小宝島発見②（東堤防等でよく釣れる魚）★ 

 

 

 

傘かしげ・・・狭い道や歩道などで，すれ違う相手に傘 の
しずくがかからないよう，相手とは反対側に傘を少しだけ傾
けること。互いにこうして通れば，傘同士がぶつかることも
なく，道を気持ちよく行き交うことができる。 

 

 

① 

② 

和名は， 
① ニジハタ 
② アカハタ 

です。 
 
①は尾びれに白い 
ライン，②は背び 
れ先端が黒いのが 
特徴です。 
【鹿児島水族館による同定】 
ありがとうございました。 


